
　近年、日本各地で野生生物による鳥獣被害が大きな社会問題になっています。
豊川市でも山間部を中心に、野生生物が農作物を荒らしたり、人に危害を加えた
りする問題が発生しています。
　今回の特集では、農業だけにとどまらない鳥獣被害の現状と、その対策に向け
た取り組みについて紹介します。
　詳しいことは、農務課（89 － 2138）へ、お問い合わせください。
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な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
鳥
獣
被
害
が
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

　

市
内
で
は
、
野
生
鳥
獣
が
農
地
に
出

没
し
、
野
菜
や
果
物
を
食
べ
た
り
、
田

畑
を
荒
ら
し
た
り
す
る
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
出
没
す
る
野
生
鳥
獣

は
、
主
に
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
で
、
イ
ネ
、
ミ
カ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
作
物
に
深
刻
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
へ
の
被
害
は
、
平
成
八
年
ご

ろ
か
ら
、
市
内
で
急
激
に
増
加
し
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
被
害
総
額
、

被
害
面
積
は
年
々
大
き
く
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
農
作
物
以
外
に
も
、
畑
や
水

路
敷
、
広
範
囲
に
わ
た
る
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
林
道
脇
の
地
面
の
掘
り
起
こ
し
に

よ
る
陥
没
被
害
な
ど
も
、
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
わ
い
い
姿
に
反
し
て
と
て

も
凶
暴
で
、
伝
染
病
な
ど
を
持
っ
て
い

る
場
合
の
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
や
、
農
作

物
に
穴
を
開
け
た
り
ゴ
ミ
を
荒
ら
し
た

り
す
る
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
も
、
大
き

く
増
え
て
い
ま
す
。　

か
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農
耕
民

族
で
あ
る
日
本
で
は
昔
か
ら
見
ら
れ
、

昔
話
に
は
、
サ
ル
や
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ク
マ
な
ど
が
数
多
く
登
場
し
ま
す
。
し

か
し
以
前
は
、
里
山
と
接
し
、
林
に
囲

ま
れ
た
耕
作
地
に
顕
著
で
あ
っ
た
野
生

鳥
獣
の
被
害
が
、
近
年
は
そ
の
範
囲
を

広
げ
て
い
ま
す
。
原
因
の
一
つ
に
、
暖

冬
な
ど
の
環
境
の
変
化
で
、
野
生
鳥
獣

の
生
息
適
地
が
拡
大
し
、
野
生
鳥
獣
が

個
体
数
を
増
加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
の
担
い
手
不
足
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
大
き
な
原
因
の

一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
野
生
鳥
獣
に
と

っ
て
の
格
好
の
生
息
場
所
や
隠
れ
家
と

な
る
た
め
、
農
地
に
出
没
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
狩
猟
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
狩
猟
人
口
が
減
少
し
、
狩
猟

機
会
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
も
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
、
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
を
記
録
し
た
写
真
で
す
（
す

べ
て
平
成
二
十
二
年
撮
影
）。

写
真
１　

サ
ル
に
よ
っ
て
食
い
荒
ら
さ

れ
た
ダ
イ
コ
ン
（
千
両
町
に
て
撮
影
）
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イノシシによって掘り起こされた地面

鳥
獣
被
害
の
実
態

鳥
獣
被
害
の
原
因

近
年
、
市
内
で
も
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
で
撮
影
さ
れ
た



　

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
、
当
初
は
個
々
の
農
家
が
個
人

で
対
策
を
し
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
で
の
被
害

防
除
に
は
限
界
が
あ
り
、
根
本
的
な
対

策
に
は
な
ら
ず
、
被
害
の
軽
減
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
集
落
（
共
同
体
）
で
協
力

し
、
組
織
と
し
て
、
鳥
獣
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
を
行
う
こ
と
が
必
要

に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
御
油
地
区
で
は
ハ
ク
ビ
シ
ン

や
ア
ラ
イ
グ
マ
が
出
没
し
、
飼
っ
て
い

る
金
魚
や
コ
イ
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と

も
、
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
千
両
地
区
や
御
油
地
区
な

ど
で
は
、
民
家
の
屋
根
や
庭
先
に
サ
ル

や
シ
カ
が
出
没
し
、
保
育
園
の
園
児
を

お
び
え
さ
せ
た
り
、
自
動
車
と
の
接
触

事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
周
辺
な
ど
の
ま

ち
な
か
に
出
没
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

に
対
す
る
危
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
は
非
常
に
深
刻
で
す
が
、
近
年

は
さ
ら
に
新
た
な
問
題
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
住
宅
周
辺
な
ど
、
ま
ち

な
か
近
く
に
野
生
鳥
獣
が
出
没
す
る
こ

と
で
す
。

　

昨
年
十
月
に
は
、
中
心
市
街
地
で
あ

る
諏
訪
地
区
に
野
生
の
サ
ル
が
迷
い
込

ん
で
き
て
、
数
日
に
わ
た
っ
て
周
辺
を

徘は
い

徊か
い

し
、
民
家
の
干
し
柿
を
食
べ
て
し
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写
真
２　

破
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
（
千
両
町

に
て
撮
影
）

写
真
３　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
っ
て
食
い
荒

ら
さ
れ
た
ミ
カ
ン（
御
津
町
に
て
撮
影
）

　市内で多く見られる有害鳥獣である、イノシシ・ニ
ホンザル・ニホンジカの主な生態と特徴です。山間部
だけでなく、まちなかに出没することもありますので、
気をつけましょう。

鳥
獣
被
害
の
新
た
な

課
題

被
害
防
止
の
た
め
に

昼夜を問わず、エサを求めて活
動する。行動範囲は２から３平

方km。田畑周辺の耕作放棄地を行動
の拠点にしていることが多い。

雑食性で、何でも食べる。跳躍力
にすぐれ、助走しながら、１から

２mの高さを乗り越える。鼻の力が非
常に強く、鼻で50kgぐらいの石を簡単
に動かすことができる。

昼夜を問わず行動する。昼間は
主に森林の中にいて、夜間に農

耕地や草地などに出る傾向がある。
主に植物を食べる。食性の幅が
広く、水稲、大豆、飼料作物など

あらゆる農産物が被害を受ける。ほと
んど助走せずに1.5m以上の障害物を
飛び越えることができる。また、防護柵
などはくぐり抜けることが多い。

主に日中に行動する。休息、睡眠、
毛づくろいなどの社会行動を織

り交ぜながら一定の行動域の中で移
動し、食物を摂取する。

雑食性で、果実、植物の葉、芽の
ほか、昆虫などを食べる。学習能

力は極めて高い。新しいものや状況、
場所を警戒するが、一旦慣れてしまうと
大胆に行動する。
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市
で
は
関
係
機
関
と
協
力
し
、
豊
川

市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
野
生
鳥
獣
の
侵

入
防
除
対
策
や
捕
獲
体
制
の
強
化
、
地

域
の
駆
除
組
合
の
設
立
の
推
進
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
織
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

鳥
獣
被
害
の
情
報
が
共
有
化
で
き
、
防

護
ネ
ッ
ト
や
捕
獲
お
り
な
ど
を
共
同
で

設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
設
置
後
の
維
持
も
効
率
的
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
鳥
獣
被
害
防
止
へ
の
動
き

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
捕
獲
な
ど
の

一
定
の
成
果
は
出
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
軽
減
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

も
一
層
の
対
策
強
化
を
図
り
、
軽
減
を

目
指
し
ま
す
。

実際に、それぞれの地域で鳥獣被害対
策を行い、日々奮闘されている方の声
を紹介します。

実
際
に
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
か
？

平
松　

農
作
物
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

が
イ
ネ
を
食
い
荒
ら
し
た
り
、
シ

カ
が
ム
ギ
や
マ
メ
を
食
べ
て
し
ま

う
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

効
果
が
あ
っ
た
対
策
は
何
で
す

か
？

小
野　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
対
し

て
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
（
鉄
製

防
護
柵
）で
山
と
の
境
界
を
囲
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
護
す
る
の
が
効

果
的
で
し
た
。

現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り

ま
す
か
？

小
野　

わ
な
な
ど
を
設
置
し
て
、

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
い
ま
す

が
、
捕
獲
し
た
後
の
処
理
が
最
も

問
題
で
す
。
処
理
場
が
限
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
と
、
処
理
で
き

る
人
が
少
な
い
た
め
で
す
。

今
後
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

平
松　

今
後
は
若
者
や
農
家
以
外

の
人
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
新

た
な
取
り
組
み
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
鳥
獣
被
害
の
防
止
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

小
野
・
平
松　

ま
ず
、
多
く
の
人

に
野
生
鳥
獣
の
被
害
に
つ
い
て
現

状
を
知
り
、
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
単
に
捕
獲
す
る

だ
け
で
な
く
、
野
生
生
物
と
そ
れ

以
外
の
生
き
物
と
の
「
共
生
」
と

い
う
新
た
な
付
き
合
い
方
が
、
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

御津金野地区有害鳥獣対策協議会
平松善和さん（御津町）

鳥
獣
被
害
防
止
へ
と

立
ち
向
か
う
動
き

豊川市長沢町有害獣類駆除組合
小野博史さん（長沢町）

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
年
々
深
刻
に
な
り
、
個
々
の
農
家
に
よ
る
対
策
で
は
限
界
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
に
立
ち
向
か
う
地
域
の
駆
除
組
合
が
発
足
し
、

市
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。



◦サル追い払い隊（有害鳥獣パトロール）
　追い払いとは、農地や集落に出没する野生鳥
獣に対し、人がさまざまな手段を用いて山へ追
い払うことです。特にサルに対しては「人馴れ」
が進んでしまうため、根気よく追い払う必要が
あります。そこで、サルの出没が多発する地域
を中心に、銃の免許を所有している人を雇用し、
パトロールを実施しています。

◦補助制度
　市内に住居を有し、かつ市内に農地を有する
農家を対象に、以下の補助制度があります。
①電気柵の購入費補助
　経費の４分の１以内とし、上限は 10 万円と
します。購入前に農務課または JA ひまわりへ、
ご相談ください。
②捕獲おりの購入費補助
　経費の２分の１以内とし、上限は 10 万円と
します。購入前に農務課へ、ご相談ください。
③わな免許取得補助
　平成 23 年度からわな免許を取得する人に対
し、講習会費用を補助します。

◦小型捕獲おりの貸し出し
　小型鳥獣（ハクビシン・アライグマなど）に
よる農作物被害
に悩まされてい
る農家に、小型
捕獲おりの貸し
出しを行ってい
ます。

◦豊川市鳥獣被害防止対策協議会
　平成 21 年３年、農務課、県東三河農林水産
事務所普及課、JA ひまわり、豊川市猟友会、
豊川市農業委員会、地域代表が中心となって設
立し、以下のような鳥獣被害の防止対策を行っ
ています。
①捕獲おりの設置
　協議会で捕獲おりを購入し、各地域に設置し
ています。設置・管理はわな免許保有者が行っ
ています。
②防護ネットの設置
　地域の駆除組合や地元有志が有害鳥獣対策

（主にイノシシ）と
して、防護ネットを
設置しました。
③追払いグッズの貸
し出し
　サルが多発する地
域へ、エアガン、ス
ターターの貸し出し
を行っています。

◦農作物鳥獣害対策講演会
　講師に専門家を招き、有効な防除対策や捕獲
檻などの設置方法などについて学ぶ講演会です。
市民を対象に、
毎年年に１から
２回程度開催し、
地域では徐々に
成果が出始めて
います。
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地
域
の
駆
除
組
合
な
ど
が
野
生
鳥
獣

を
捕
獲
し
た
場
合
、
一
頭
あ
た
り
定
額

の
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

捕
獲
対
象
は
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ

カ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
で
、

交
付
対
象
は
駆
除
組
合
な
ど
の
組
織
で

す
。
た
だ
し
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
の
多

発
に
伴
い
、
平
成
二
十
三
年
度
は
特
別

に
、
サ
ル
だ
け
は
個
人
で
も
交
付
対
象

と
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
農
務
課
へ
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対象鳥獣 報奨費 交付対象

ハクビシン
アライグマ １頭につき2,000円 組織に交付

イノシシ
シカ １頭につき3,000円 組織に交付

サル １頭につき6,000円 組織・個人に交付

鳥獣駆除報奨金制度


